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1　は　じ　め　に

水稲栽培における最近の重要課題は，／ト産コストの削減

である。コストを下げるには．増収技術も一一一方策と考えら

れるが，労働時間の約20％を占める育苗コストの低減が最

も必要であり，その方法として本県でほ乳甫育苗法が開発

された。

しかし，乳苗の施肥法については未検討な部分が多く，

本田での生育，収量の安定化技術の確立が望まれている。

そこで．乳由の壕育．収頁安定化を図るため，乳歯の本

田生育とその施肥法について中苗と比較検討した。

2　試　験　方　法

（1）試験年次1988－1990年

（2）供試品種　むつはまれ，乳苗（250g／箱）中爵（100

g／箱）（育商法は本県の基準に従い，乳宙は肇索

1g／精確注．中南は二三要素2．5g／栢施用）

（31試験開場　農試本場．表層腐植質多湿黒ポク＿＿l二

14）試験区の構成

1）施肥反応試験

a．施肥量

窒素：0，0．5，0．8，1．1．1．4，1．7kg／a全量基肥

（但し．1990年は0．7kg／aのみ設定）

りん乳カリ：各区とも1．1kg／a，堆肥：100kg／a

施用

b．移植方法　乳蔚（7本／株），中苗（4本／株）共

に手植

C．栽植密度　24．2株／d（27．3×15．2cm）

2）施肥改善試験　施肥条件は下記のとおり

苗 の
区　　　 分

施　 肥　 亀

種 類 基 肥　 追 肥

乳首

全　　 層 ・衰退 0．7 0 ＋ 0．30

全　　 層 ・深 迫 0．5 0 ＋ 0．5 0●

側　　 粂 ・衰 退 0．5 6 ＋ 0．3 0

側粂 多 肥 ・衷 迫 0 ．7 0 ＋ 0．3 0

側　　 粂 ・探 退 0 ．4 0 ＋ 0 ．5 0■

中 酋 全　　 層 ・深 追 0 ．7 0 ＋ 0 ．30

（1989～90）

りま穂首分化

期追吼　そ
の他は，穂
形成期追肥

注．りん呪　力IJ，堆肥の施肥副は施肥反応試験と同じ。
表層追肥は硫安，深層追肥は尿素液肥港注○乳前，中
苗とも機械植。

3　試験結果及び考案

（1）榊植時の苗の生育状況

乳爪は育苗期間が約10［1程度と短いため．酌良，柴齢と

も巾前に比べて少なく，乾物東も小さい苗である。

また，茎葉の4成分とも中田より劣り，特にカリ含有率

はrl蛸の1／3程度であった（表1）。

表1田植え時の苗の生育状況　（3か年－、l明）

由の 葉 齢 ■消長 乾 物 虫 養 分 含 有一率

種 類 （葉 ） （Cu ） （叫 00 均 N R q K 2 0 S i O Z

乳 苗 1．7 ■　9．3 0，64 3．82 1．20 1．64 2．49

申 酋 3．3 13 ．8 1．98 4 ．70 1．52 4 ．63 3．53

注。乳曲（育鎮期ml0－11円）
小冊（育苗期日ij30－32日）

は）田植後lか月の生育状況

本試験では，乳前の茎数，植数減に伴う籾数減が1二要凶

での減収を回避するため，乳苗は中宙より5～6日り植し

た。また，両荷の田植後lか月間の生育状況を比較するた

めに，・90年にNO．7kg／a区のみけl植後511毎に稲株を取

り，羽生らの積算有効温度指数と両前の乾物垂の推移をみ

た（図1）。

これによると，積算有効温度指数が100以卜では，乾物

垂は乳乱中‾苗に差は認められなかったが，積算有効温度

指数が100以上では，乳苗の乾物増加量が中苗より著しく

少なかった。この傾向は．乳首iと中由の零素吸収星でも認

められた（データ省略）。

このような初期生育の差が乳宙を申苗より5～6日程度

早植しても．出穂期で3～8日．成熟期でl～111昭度生

育ステージが遅れ，天候による年次間の振れが中尉より大

きくなるものと考えられた（表2）。

（3）養分吸収状況と乾物垂の推移

乳宙の各生育ステージおける茎葉窒素含有率は，lI個よ

り全般的に低めに推移するが，乳苗は，穂首分化期（穂分

期）から幼穂形成期（幼形期）のCGR，窒素吸収速度が

【‡鳩より大きく，その期間の乾物垂，草案吸収良が中西よ

り多くなる傾向が認められた。

しかし∴幼形期以降では，中宙の乾物垂，窒素吸収量は
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図1円】楯後の積算有効温度指数と乾物重

義2　乳歯の中西に対する各生育ステージに到達
する遅れ日数（1988－90）

穂首 分化期 幼億形成期 出　 穂　 期 成　 熟　 期

5 ～ 7 H 6 ～ 9 日 3 ～ 8 日） 4 八・11 円

（7 月 7 円） （7 月 14 日） （8 月 5 ［り （9 月 18 円）

沌0（）は中田のf．lミ育ステージの到達月日。

乳苗は5月10～1日一一，巾鮎ま5月】5～16日にIj順。
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田穂揃期一成熟期
匹ヨ幼形期一能揃期
Eコ穂分間一幼形期

図2　両の樗額と乾物重．
C．G．Rの推移

軋（）内は，C．G．Rg／
d／臼

乳前，中西の施肥員
（Nl．1kg／a）

乳前　III蔚

■■1カ月【ト性分期
四日】研一1カJ＝＿1

図3　菌の種類と窒素吸収
星．窄素吸収速度の推移

粗（）内は，窒素吸収速度
畷／ポ／日
乳前．申繭の施肥星
（Nl．1kg／a）

乳苗を優った。これらの傾lL‖ま，各Nレベルでも認められ

たので標準N畠主である1．1kg／a区を示した（図2，3）。

（茎葉窒素含有率のデータ省略）

また，穂揃期の窒素吸収星に対する籾生産能率をほ乳敵

中繭とも同じで．統計的に差は認められなかった（図略）。

（4）施肥法と収舅

2か隼を平均してみると．乳苗は各施肥区とも中荷の仝

層施肥・表層追肥（全屑・表追）区より1か月日の茎数は

著しく少なかったが，穂首分化期では中菌より多かった。

乳苗の施肥法間で比較すると，側条施肥（側条）体系で

中
蔚
全
i
・
歳
追
対
比
へ
％
）

図4　収量及び収量構成要素

は表追，深層追肥（深迫）区とも全層施肥（全層）体系よ

り1か月日の茎数が多かったが，穂分期以降では全層体系

の両追肥区より劣る傾向であった。（データ省略）。

その期間の乳首の収員及び収量構成要素を中宙の全層・

表追医と対比した結果を図4に示した。

これによると，全層．側条体系とも中西の全層・衰退区

よりも16．6～1．9％籾数が少なく，千拉垂でやや増加した

が，収監的には11．5－6．0％の減収であった。

乳前の施肥法間で比較すると，側条体系平均で中西の全

屑・衰退区の92％程度の収監となり，全層体系平均の91％

より若1二増収した。

また，乳宙の施肥法のなかでは側粂・多肥衰退区が．2

か印とも最も収量が高かった。

以上のことより，乳首は中西より初期の乾物増加量が著

しく少ないので，その後の各生育ステージに到達する日が

申菌より遅れる傾向がある。したがって－乳苗には初期生

育の確保が容易な施肥法，つまり側条施肥体系が有利と考

えられた。また，乳苗の生育の特徴である穂分期頓より生

育及び窒素吸収速度が中苗より高まるので，穂肥としては

表迫より深遇のガが乳由には適当と思われた。

側条施肥体系での施肥出は仁基肥量，追肥星とも本県の

小南の側条施肥体系の施肥員に準じて良いと判断された。

4　ま　と　め

乳前の本酔生帝と施肥法について中歯と比較検討した。

乳前は■l唱より初期の乾物増加量が著しく少なく，中苗

より5～6円甲植しても出穂期で3～8日程度遅れ，年次

間の振れが大きかった。

しかし，乳苗は穂分期から幼形期のCGR，要素吸収速

度が中西より大きく，その期間の乾物垂∴窒素吸収量が多

くなる傾向が認められ，穂揃期の肇素吸収量に対する籾生

産能率ほ乳乱中西とも同じであった。

したがって，乳苗の施肥法は，初期生育の確保の面から，

側条施肥体系が有利と考えられた。

－22－


